
 

 

 

必要なもの 
表生地、接着芯、ボタン（お好みでスナップボタン）、生地あった色の

糸 
肩パットをつける場合は肩パット 

型紙の前のラインは赤い線で切るとファ

スナータイプ 
 
切らずに使うとボタン（重なりのある）タイ

プになります。 

 

型紙のすその複数の線について。 
選ぶすそによって丈の長さを変えることが出来ます。 
実際に型紙を体にあてて鏡などで確認して作りたい長さを決めてくだ

さい 

 

■ 表側     ■ 裏側     ■ 接着芯 

裁断した全てのパーツの端をほつれ止めをしてください。 
型紙に指定された場所の裏に接着芯を貼ってください。 
お洋服に模様や刺繍を入れたい場合はこの時点で入れておくと楽で

す。 



 

中央とを脇

を前後の 身頃 （胴体）を表側同士が内側になるように重ねて１ｃｍの

幅で縫ってくさい。（ 中表 といいます） 
縫い終わったら縫い代をアイロンで左右に折ってください。 
お裁縫の用語で 割る といいます。 

 

中央の部品と脇の部品のところは縫う場所と縫い代の端の長さが異

なるので、端を合わせると長さが合いません。 
そこで合わせるのは端ではなく出来上がり線をあわせます。 
脇の縫い代は出来上がり線より長いので図のように少し浮きますが

浮くのが正解です。 
待ち針を深く刺すと引きつったり縫うときに余計

な部分を縫い込んだりしやすいので、出来上が

り線の上を1～2ｍｍ刺すと縫いやすくなりま

す。 
例  ピンク（出来上がり線）の長さは等しい。 
青（縫い代の端）はピンクの線に比べ、前中央

側は短く、脇側は長くなる。 

 

すそが広がっている部分も縫い代と出来上がり線が長さが違うので

図のように斜め（赤い線）に縫ってください。 

 

見返し を表が内側になるように重ねて中心

側をぬってください。 
前と、後の見返しを表が内側になるように

重ねて肩を縫ってください。 

 

前後の身頃（胴体部分）を表同士が内側になる

ように重ねてください。 
肩と脇を縫ってください。 

http://yousai.net/yougo/ma/mi/migoro.htm
http://yousai.net/yougo/na/na/nakaomote.htm
http://yousai.net/yougo/wa/wa/index.htm#wakinui
http://yousai.net/yougo/ma/mi/mikaeshi.htm


 

えりを表同士が内側になるように重ねてください 
赤い線の所を縫ってください。 
えりの角の縫い目から2mm離れた所を切り落と

してください。 
 

 
表返す時に図のように縫い代をたたんで、

縫い代を押さえながら表に返すと角が綺麗

になります。 

 

表替えして端から5mmの所を縫ってください。 

 

身頃の衿ぐりに衿を重ね、5ｍｍ位のところを縫って

ください。 
中心側1㎝（縫い代）はあけてください。 

 

見返しを重ね身頃、衿、見返しを重ねた状態で１ｃｍ

のところを縫ってください。 
見返しのすそは2㎝幅で縫ってください 

 

カーブの所は切込みを忘れずに。 
切込みを入れず見返しを裏がえすと引き

つった感じになります。 
（試しに切り込みをいれずに裏返してみ

てください、そうすると意味が分かると思

います） 
角の縫い目から2mm離れた所を切り落

とす 



 

見返しを裏へ返し、えり首の縫い目から5ｍｍの所を縫ってください。 

ボタンホールをあけてボタンをつけてください 

 

ボタンホールはお手持ちのミシンの説明書をご覧下さい 
(ミシンによって異なります） 
ミシンがない方はスナップボタンをつけて、ボタンは飾りにする、という

手もあります     

 

アイロンですその縫い代を折ってください。 
縫い代の幅より0.3～0.5mm短めの所を縫って

ください。 
裏の 見返しの端をまつっておく とより綺麗に裏

の始末が出来ます。 

まつりぬい。 
表の繊維を１～２本すくい、折り返した縫い代を縫ってください。 
0.5～1ｃｍおきに同じように表の繊維を救うの繰り返しです。 

 

またそで山の

高い細身のそではそのままつけると左の写真のように体に添わない

形になるので、そでぐりより長くし、ギャザーを入れることによって丸み

を出して立体的になるように作られているものもあります 
こうやって比較を見ると、ギャザーを入れる意味が分かっていただけ

ると思います。 

http://yousai.net/nui/tenui/a.htm


 

表が内側になるように半分に折ってください。 
1㎝幅で縫ってください 

 

そでは表側が見えるようにひっくり返してくださ

い。 
裏返したままの身頃の中にそでを入れてくださ

い。 
脇→肩→印という順に待ち針を刺してください。 
そでの山のギャザーの糸を引っ張って長さを調

整してください 

 

手縫いで端から7ｍｍくらいのところを縫ってください 
縫ったら待ち針ははずしてください。 
全部を手縫いで作る場合はここは省略してください 

 

端から1ｃｍの所を縫ってください。 
縫い終わったら仕付け糸ははずしてください 

 

試着してそでの長さを確認してください。 
問題がない場合 
アイロンでそで口を2ｃｍ裏へ折って下さい。 
１．５ｃｍのところを縫ってください。 
多少の調整は中に折る縫い代の幅を増減して

調整してください 



 

肩パットのつけ方 
同じ型紙で作った服の肩パットの有無の比較写真を撮ってみました。 
自分の作りたいシルエットに近いもので作ってください。 
肩パット+芯をつけると、市販のスーツのように肩が丸く柔らかく仕上

がります。 
ドミット芯とは目の詰まったわたのシートです。 
キルト芯よりも密度があってしっかりしています。 

 

ドミット芯をつける場合は 
横20ｃｍ縦3ｃｍに切ってください 

 
角があると表に形がひびくので、角を丸くしてください。 
そで山に角を落としたほうが袖口側に向くようにドミット芯をつけてくだ

さい。 

 

服を裏返した状態で袖の中にドミット芯をつけてください。 

 
縫う場所は縫い代より外側を縫ってください。 



 

縫い方は手縫いでどんな縫い方でも構いません。 
ただ、出来るだけ布に対して垂直になるようにして縫ってください。 

 

肩パットは物にもよりますが左右対称ではないものは厚みがある方

が前、薄い方が後です。 
肩山も中央ではないので、中心より１ｃｍ前側に印をつけて、そこを肩

の縫い代にあわせてください。す 

 

トルソーをお持ちであればトルソーに着せて、しわが入らないようにピ

ンで固定してください。 
ポイントは肩パットを出来上がり線より5ｍｍはみ出させる事とです。 
これで袖が肩パットの上にのって丸くなります 

 

 
手縫いで返し縫いをしてそでぐりの縫い代に肩パットを縫い付けて下

さい。 
反対側は手縫いで3～4回肩の縫い代に縫い付けてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
このデザインに使いやすい生地 
ウール  大体学生服などはウールや、ウールと化繊の混紡のものが多いですね 
一見１ｍあたりの単価が高いのですが、横幅が綿などに比べ広い為少ない量ですむので、結果物によっては綿より安づく

事も。 
ただし、虫がつくので、収納の際は防虫剤を忘れずに。 
カツラギ  ツイルに比べ厚いのでがっちりとした風合いになります。 
厚いので針を16番などの太いものに替えることをおすすめします。 
ツイル  中厚地の生地なので縫いやすいです。 
ポリエステルのものだと軽く、しわになりにくいです。ただし、お店によって張りのあるものととてもやわらかいものがあるの

で、このデザインだと張りのあるものを使うのがオススメ。 
綿100％のツイルは、大体どこの手芸店でも手に入りますが、ポリエステルに比べシワになりやすく、またカジュアルでザ

クッとした感じの雰囲気になります。 
 


